
２　学習指導過程

	
	基本発問と予想される児童の反応
	指　導・援　助

	導
入
	◇節度について価値への方向付けを図る。

○自分で考えてできたこと、できなかったことはどんなことですか。
・朝、自分で起きられること。
・宿題を始める時間が守れていること。
・ゲームの時間が守れないこと。
	・「わたしたちの道徳」の「節度ある生活をするために大切なこと」（P10・11）を参考にし、自分で考えたことで、できていることと、できていなかったことを発表することでねらいとする価値への方向付けをする。



	展　
開
前
段

	◇資料提示（教師の読み聞かせ）をする。
○もう一度パソコンの電源を入れた時、あつしはどんな気持ちだったでしょう。
・見るだけなら少しぐらいはいいかな。大変なことにはならないだろう。
・みんなもきっとやっている。
・どんな割引券かな。ちょっとだけならいいだろう。
・お母さんとの約束があるからやめておこう。
○じっとパソコンの画面を見つめたあつしはどんな気持ちだったでしょう。
・もうちょっとやりたかったな。
・約束をしたのに、やぶってしまった。
・やっぱりよくないな。やらなきゃよかった。

◎お母さんに「えらかったわね。」と言われ、下を向いてぽつりと答えたあつしはどんな気持ちだったでしょう。
・お母さんとの約束をやぶってしまってよくなかった。
・名前や住所まで入力しようとしてしまった。

・少しだけならいいかなと思って、自分の弱い心に負けてしまったからなさけないな。

・大変なことにならなかったけれど、深く考えないで自分のやりたいように行動してしまった。今度からは、自分でよく考えて行動しよう。
	・お母さんとの３つの約束『時間を決める』『あやしいサイトは見ない』『名前や住所などは入力しない』を確認し、お母さんとの約束をきちんと守ろうとしているあつしの気持ちをおさえておく。
・一度は電源を切ったが、割引券が気になって仕方がない主人公が、もう一度、パソコンの電源を入れて、どきどきしながらも深く考えていなかったことに共感できるようにする。
・名前の入力の途中だけれど、パソコンの電源を切ったあつしの気持ちを考えさせることで、興味本位な行動を控えようとしてことを押さえ、自ら考えて行動したことに気付かせる。

・あつし自身が自分の行動を素直に反省していることに気付かせる。
・「少しだけなら」という深く考えない行動が、よくないことに気付かせる。

	展
開
後
段
	○これまでに「少しだけなら」と迷ったけれど我慢できたことやできなかったことはありますか。
・ゲームの時間を決めているが、少しだけならいいと思ったけれど、我慢をしてやめることができた。そしたら、いつもより早く宿題を終えることができた。うれしかった。

	・気付かせたい価値の視点から今後の自分を考え、実践への意欲を高める。

・行為のみではなく、その時の気持ちも語るようにする。

	終
末
	◇教師の説話を聞く。
・自分で決めたことを、誘惑に負けてできなかった時の後味の悪さについて具体的な事例を話す。


	・教師の経験から具体的な事例を意図的に話す。


【深めの発問】


お母さんを心配させるような『大変なこと』にはならなかったからよいのではないか。





●言語活動の充実


　違う視点からの発言を見逃さずに価値付け、多様な感じ方や考え方に気付くことができるように板書で感じ方や考え方を整理する。









